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1. 乳幼児に発生 する偏食, 食欲不振, 肥満等のeating

problems が何等かの形で乳幼児の体格，健康状態，性格

どに影響を及ぼす可能性が考えられる。 これらの

嘔令的 発達段階の特異現象であ るか，或 は家 庭環

境の影響とみるか; の関係を明らかにしてゆくために乳

幼児 を対 象にlongitudinal な調査をしつつあ るが， 今回

は3,4,5 歳児のそ れぞ れの現状 につい て， 母親の態度 と

も結び つけ て追求 し， 報告する。

2. 愛育病院で生 れ， そめ後同病院保健指導部で定期

的 に育児指導 を受け てい る3 ～5 歳児428名( 男235, 女

193) が対 象で， 健康状態， 食欲， 食べかた， 間食， 食品

の好 み，日課などについ て質問 紙によ る 調 査 を 行 なっ

た。

3. 食べなくて困る食品があ ると答えた も の は66%

で， 具体的 な食品 の種類は91 種に及 び野菜が主 位を占

め， 次が肉 魚類であ った。 これに対する母親の態度は，

食べさせるように努力する型(76%) と，自然にまかす

型(24%) に分けることが出来る。 一方ほしがって困る食

品のあ るものは47% で,  76種の食品があげられ，この中

約半数は甘い 菓子類で， 残りの約半数は，調味，衛生，

消化性などに問題のある食品であ った。 母親の態度には

条件つきで与える型(62%) と与えない 型(21%) がある。


